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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月19日(2013.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体に脈流を付与するための脈流発生部と、
　前記脈流発生部に連通し、液体を液体噴射開口部から噴射するための液体噴射管と、
　気体を冷却するための冷却部と、
　前記液体噴射管の外周に配設され、気体噴射開口部を備え、前記冷却部によって冷却さ
れた冷却気体を噴射するための気体噴射管と、
　を有し、
　前記液体噴射管は、前記気体噴射管から噴射される前記冷却気体の噴射方向を誘導する
ための誘導面が形成されていることを特徴とする液体噴射装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液体噴射装置において、
　前記液体噴射開口部と、該液体噴射開口部から液体が噴射される噴射対象との距離に応
じて、前記冷却気体の噴射方向を調整するための気体噴射調整部を有することを特徴とす
る液体噴射装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の液体噴射装置において、
　前記液体噴射管の外径は、先端に向かって広がる形状であり、
　前記冷却気体は、前記液体噴射開口部の外壁に沿って誘導されることを特徴とする液体
噴射装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の液体噴射装置において、
　前記液体噴射開口部から液体が噴射される噴射対象の温度を測定するための温度測定機
構を、
さらに備えることを特徴とする液体噴射装置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の液体噴射装置において、
　前記気体噴射開口部に前記冷却部を備えることを特徴とする液体噴射装置。
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【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の液体噴射装置において、
　さらに、前記気体噴射管の外周に吸引管を備えることを特徴とする液体噴射装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の液体噴射装置において、
　前記液体噴射管の前記冷却気体と接触する箇所は、熱伝導性が１Ｗ／ｍＫより低い素材
で形成されていることを特徴とする液体噴射装置。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載の液体噴射装置において、
　前記吸引管は、熱伝導性が１Ｗ／ｍＫより低い素材で形成されていることを特徴とする
液体噴射装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の液体噴射装置を用いたことを特徴とする医療機器
。
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